
 

株式会社エフエム茶笛  

平成 26年度第 9回番組審議会議事録 

 

 

 

１．開催年月日：平成 27年 2月 24日（金）17時 00分～18時 00分 

 

 

２．開催場所  ：株式会社エフエム茶笛 ２階 会議室 

 

 

３．委員の出席 

委員総数  ：6名 

出席委員数：6名 

出席委員  ：大山博（番組審議委員長） 水村雅啓 小林昌幸 

 佐藤智 黒川進 飯島静江 

 

放送事業者側出席者：代表取締役社長 荻野 喜美雄 

専務取締役   東 たか子 

放送局次長    宮岡 洋明 

技術制作係長  秋山 知広 

 

 

４．議    題  ：番組の放送内容について 

 

 

５．議事概要 ： 

 

議題に沿って各委員お一人お一人の放送聴取の感想・意見・疑問点などを

挙げていただき、他の委員と意見を交わす形式にて議事を進行、必要に応じ

て放送事業者側出席者が説明・回答しながら会を進めた。 

 

 

  



 

６．審議内容 
 

委員長： 

これより各委員からご意見をいただきます。 

 

委員： 

 番組オープニングの入り方が、身近な時節の話題などをよく盛り込んでいて、随分工夫して

いると感じます。パーソナリティの方々も大変だと思いますが、より良い番組を目指して工夫

を続けていただきたいと思います。 

 

委員： 

 10 月からの番組編成に伴って、毎週土曜日の午後 3 時から放送されている生放送番組「イオ

ン入間店・サタデーサテライト」の中で、「いるまっ子ラジオ放送局」が新たにスタートしまし

た。入間市内の高等学校・小中学校の児童生徒がそれぞれの年代で、毎回学校自慢や入間市の

魅力について語るというもので、毎週楽しみに聴いています。 

 番組の構成は、1 週目が小学生、2 週目が小学生が進学する学校の中学生、3 週目には両校の

共演を基本としていますので、ストーリー性がある地域性の顕れた良い内容となっています。

小学生の中学生に対する憧れや、聞いてみたい中学校生活、中学生の卒業した母校（＝小学校）

や後輩への思いなどを、番組パーソナリティの方が素直な表情を上手に引き出しています。 

 

委員： 

 小学生は 6 年生、中学校は 1 年生が登場しています。郷土の入間市を愛する心、母校の誇り

や友人、先輩後輩に寄せる思い、年齢的には１つしか違いませんが、学校生活には大きな変化

があるようで、おおらかに伸び伸びした小学生、中学生は教科担任制や部活動、先輩との係わ

りなど楽しさの中にも微妙な内面の素顔が番組を通じて良く感じ取れ、入間市の子どもたちは

こんなにすごいんだと、この番組を聴いて感心したこともあります。 

 コーナータイトルや学校名を出演校の大勢で収録するなど賑やかさや、学校全員で番組を共

有できるような工夫も今後楽しみです。これから様々な可能性が期待できる番組だと思うので、

長く続けていくことで幅広い年代層にも親しまれるように願っています。 

 

委員： 

「イオン入間店・サタデーサテライト」「チャッピーサンデー」では、子供達の声が多く流れ

ていて、懐かしい思いで聴いています。タブレットやスマートフォンでも聴くことが出来ます

ので、若い方々を含めてより多くの世代が楽しむことが出来ると思います。番組内で、気にな

ったことなのですが、「イオン入間店・サタデーサテライト」の中で、パーソナリティが「学生

さん」という言葉を使っていましたが、「小学生」なら「児童」、「中学生」なら「生徒」という

言葉の方が受け取り易いです。「父兄」という言葉も出ていましたが「保護者」の方が適切だと

思います。また、「〇〇〇ということですが…」と、子供の言葉を待ちきれずに先にパーソナリ

ティが代弁してしまうこともありましたが、私はこの番組をよく聴いていまして、パーソナリ

ティのファンでもあります。企画のスタートから時間が経ち、回を重ねることで内容が変わっ

てきて、より良い番組を目指して努力している様が放送を通して伝わってきます。段々良くな



っていく過程を見ているようで、それもまた楽しみの一つですので、ぜひ頑張っていただきた

いと思います。 

 

委員： 

 「父兄」という言葉が出てしまうことがありますが、家族構成によっては「父」の不在、祖

父母と暮らす家庭など、「父兄」が適切でない場合があります。 

 

 

委員： 

 現在、入間ロータリークラブが、イオン入間店サテライトスタジオで定期的にＰＲしていま

すが、会員が放送に慣れていないので、パーソナリティの方々による誘導や下調べで進めても

らうと良いと思います。地域には色々な団体が活動していますので、ぜひ採り上げていただき

たいと思います。 

 

委員： 

 これまでも、交通安全に対する放送の取り組みは地道に確実に行われてきました。大変大切

なことだと思います。特に、最近の番組構成では「これは運転者向けです。」をはっきり伝えら

れて、運転中に耳にする効果がより高くなったと感じています。 

 

委員： 

 「防災一口メモ」では、身近な防災防犯意識の高揚にとても役立つ情報が提供されています。

振り込め詐欺などの高齢者に向けての内容の時などには、前後に流れる曲などを賑やかな洋楽

から穏やかな曲にしてみるとコーナーが移る時などにも情報を聴き流さず、続けて聴いてもら

えるような工夫になると思います。 

 

委員長： 

出席委員の皆様ありがとうございました。これにて議事を終了させていただきます。 

 

（以上で議事終了） 

 

  



 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

   
審議機関の答申又は改善意見の内容 事業者による対応措置 対応措置の実行年月日 

小中学生等の子供達の出演の際に、

パーソナリティによる語りかけや表

現・言葉選びが一部適切ではない。 

該当番組のパーソナリティへ直接指

導。他のパーソナリティには書面で

指導。 

平成 27年 2月 25日 

 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、  

方法及び年月日 
 

本議事録を、下記の日時、方法にて公表・閲覧可能と致します。 

・2月 26日より、弊社ホームページ（URL http://www.fmchappy.jp） にて掲載。 

 

 

９．その他の参考事項 

  
 特にありません。 

以上 

 

 

 
社 名 株式会社エフエム茶笛 


